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(ー)

千
円
で
あ
り
ま
す
の
で
乙
の
額

が
福
祉
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

例
配
偶
者
公
的
年
金
受
給
に
よ

る
制
限
の
撤
廃
(
本
年
十
月

か
ら
実
施
)

配
偶
者
が
公
的
年
金
を
う
け
て

い
る
場
合
で
も
福
祉
年
金
者
減

額
し
な
い
で
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

小
川
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の

加
算
の
引
上
げ
右
の
対
象
者
と

な
る
子
、
孫
、

弟
妹
の
加
算
額

が
五
月
か
ら
一
一
千
四
百
円
の
倍

額
四
千
八
百
円
に
な
り
ま
し
た

大
幅
に
改
正
さ
れ

た

園

民

年

金

ω
老

令

年

金

一

ω
受
給
楢
者
本
人
の
所
得
に
よ

老
令
任
金
は
最
低
十
倍
間
保
険
一
あ
制
服
の
緩
和

料
を
納
め
な
け
れ
ば
v

つ
け
ら
れ
一
い
ま
ま
で
年
十
三
万
円
以
上
の

な
か
っ
た
の
刊
す
が
納
め
た
期
一

所
得
が
あ
れ
ば
支
給
が
と
め
ら
一

母

子

年

金

は

じ

め

て

の

受

給

権

問』
f
-

免
除
同
閣
を
合
せ
て
二
十
一

れ
て
い
ま
し
た
が
五
月
か
ら
十
一

五
年
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

一

五
万
円
ま
で
な
ら
も
ら
え
る
よ
一
拠
出
制
の
母
子
、
楢
母
子
、
障
一
ま
で
保
険
料
柔
納
レ
て
い
ま

保
険
料
の
免
除
を
う
け
た
期
間
一

う
に
な
り
ま
し

た

。

一

害

、

遺

児

の

各
年
金
は
本
年
五
一
し
た
し
、
十
八
才
未
満
の
子
供

が
二
十
五
半
以
上
で
も
う
げ
ら
一
ω
公
的
年
金
と
福
祉
年
金
の
併
一
月
以
降
発
生
し
た
事
故
に
よ
り
一
が
ニ
人
い
る
こ
と
で
母
子
年
金

れ
る
考
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
一
給
(
差
十
月
か
ら
実
施
)
一

支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
一
の
受
給
権
が
発
生
し
た
わ
け
で

∞
障
害
、
母
子
、
単
母
子
年
金
一
公
的
年
金
額
の
最
高
額
が
二
万
一
ま
す
が
、
本
市
で
は
じ
め
て
の
一

す
。
と
の
か
た
は
母
子
年
金
の

η
ど

遺

族

年

金

一

四

千

円

と

引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
一

拠
出
制
母
子
年
金
を
う
付
ら
れ
一
基
本
額
五
九
千
二
百
円
に
子

三
年
間
加
入
し
一
し
い
て
乙
の
期
一
の
で
受
給
中
の
公
的
年
金
が
二
一
交
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
と
の
一
供
一
人
分
四
千
八
百
円
が
加
算

聞
が
全
部
保
険
料
免
除
問
問
で
一
万
凶
千
円
以
下
の
人
は
二
万
四
一

か
た
は
不
毒
に
も
妻
亡
く
さ
一
さ
れ
二
万
四
平
円
が
支
給
さ
れ

量

産

省

と

し

て

一

平

向

芝

で

の

差
額
が
福
祉
年
金
一

れ
ま
し
た
が
、
乙
と
し
の
四
月
一
き
と
に
な
り
手
。

中

学

生

の

考

え

て

、
'
〉
同
事
〈
」
戸
、

H
リ
丙
只
-

し
3
.
H
E
M
当
珂

H
H
H
疋

農

林

課

長

感

想

定価一部五 円

障
害
年
金
は
二
万
四
千
円
、

母

子
・串
母
子
年
金
は

一
万
九
千

二
百
円、

遺
児
年
金
は

一
万
二

千
円
う
け
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
国
民
年
金
が
ζ
の
一

た
び
の
改
正

ιよ
り
大
幅
に
緩
和
一

さ
れ
ま
し
た
。

一

お
も
な
改
正
点
を
あ
げ
ま
す
と
一

拠
出
年
金
に
関
す
る
改
正
-
福
祉
包
金
に
関
す
る
改
正

11 

んてそ先いが拍てい向い変困 ー 農
ど出 こ ぎさめ車行人つ 技転感時業萱
が掠ででさるをき々て術 極 レ間 」瀬
農レ ー あかのか つが 行 そりたのと 中

、、つ不で げ つ、乙 身な 。話題学
の途ニた満はる あ極うじいとそ U 校
子中 のかをなーり端 と つ艶いとてか
弟 、資ら 抱かっ 、にすけ 業 う 依 申 6
で「料でいろにと少る雄界の頼学「
あよそあ てう申 のな聾々 に はを 三大
るし手るいか学 現 く 村 し 、 最 受 年 村
甲 ほじ 。たと教象なのく新近け 生市
学 とし 矢 、育につ若立しの、正の

申か)良に人のう た人教 をて生
に 」次く閥 、男と--，L......室 きいが
答と ι 、いし手思草 |で 百める 与
が た 「した かで う業。「 枇た か百
だ す何つがち手人径 七 家 μo  L.-姓
さね長か乙女の C 1ノ、 が 生を 聞忘
れ て百 りの 生挙 |た 八百徒い いっ
た み 姓 し 生 徒 つ 。ら割姓 たい
』た はて徒(た七百 のをたや よて

、いいは後の、 姓手 しちが 、ど
笑 や る 成 て?は 八告がて ? とう
いでと 繍 先 Ifft十 や 挙 い 9 は 考
の ずかも 庄一名ろっ る らえ

一

ら

、

き

つ

く

な

い

、

者

物

め

よ

ご

一

ム

金

一

し

農

業

関

係
者
以
外
の
人
が
聞
い

一れ
な
い
、
女
の
人
も
も
う
少
レ
は
一
ム
米

一
た
ら
ひ
や
か
し
だ
と
恩
わ
な
い
だ

一
暇
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
ム
ヨ
メ
ゴ

一
ら
つ
か
。

最
近
の
責
瀬
地
方
の
陸

一
乙
乙
ま
で
考
え
る
中
学
主
が
可
故
一ム
残
飯

一
業
で
、
予
習

さ
れ
な
か
っ
た
豚

一
百
姓
を
い
や
が
る

2の
?

一

均

問

符

訪

問

軒

目
一
肉
の
値
下
り
の
た
め
飼
料
代
長

一

の

申

か

ら

感

じ

た

乙

と

は

子

供

ま

一

一

家

の

関

心
が
そ
そ
が
れ
る
の
は
当

一

5

t一現
金
収
入
が
少
な
い
か
で
、
何
と
一
然
の
乙
と
で
は
あ
る
が
、
乙
の
叩

ム

き

っ

か

一

必

ず

し
も
親
元
を
}

f
れ
て
の

農一
か
儲
か
り
た
い
と
昭
つ
親
の
あ
せ
一
学

生
の
「
残
飯
」
と
い
っ
た
一

言

ム
も
う
か
ら
な
い
一
業
以
外
の
の
職
業
が
絶
対
に
よ
い
一
り
が
目

ι浮
ぶ
様
で
心
計
レ
ぃ
。
一

一

一

一

こ

は

重

大

な

し

か

も

諸

々

の

問

題

A
E暇
が
な
い
一
と
は
考
え
て
い
な
い
。
可
愛
ド
ぃ
哀
を
も
っ
て
い
る
民
家
、

換
金
作
一
川

ム

着

物

が

よ

ご

れ

る

一

子

供

の

真
心
乙
も
っ
た
こ
れ
ら
意
一一物
を
う
ま
く
栽
培
し
て
自
由
に
米
一
カ
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
畜

詰訪日投開一詰持持日一軍一一一…高一一一昨昨日出…

は
な
い
、
げ
れ
と
も
大
人
だ
っ
た
一
ろ
っ
か

。

一

子

供

の

気
持
は
、
金
、
米
よ
り
も
一
あ
っ
た
が
、
乙
れ
等
申
学
生
の
希

ら
乙
ん
な
に
も
盟
明
瞭
に
答
が

一

ヨ

メ

ゴ

と

残

飯

一
深
刻
な
き
で
あ
る
。

農

家

主

著
何
割
か
で
も
澗

Zと
に
よ

出
た
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

も
一

が

ほ

し

い

一

っ
て
黙
々
と
働
く
兄
さ
ん
に
、
ぉ
一

つ
て
の
み
農
業
の
前
途
に
明
る
さ

っ
と
く
ど
く
ど
と
し
て
、
何
処
か一

萱
努

事

憲

一

Zく
近

援

さ

ん

ち

の

話

一が
め
り
、

我
々
は
個
人
の
力
の
み

に
責
任
義
稼
さ
せ
る
言
葉
が
出
一
そ
の
後
「
今
皆
さ
ん
は
忠
一
番
一
訟
で
い
る
が
な
か
な
か
み
っ
と
に
よ
っ
て
解
決
出
来
な
い
問
題
が

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
ほ
し
い
か
」
。
ど
り
様
な
意
見
が
一
ら
な
い
の
で
因
り
は
て
て
い
る
家
一余
り
に
も
者
ぎ
る
と
と
を
も
つ

な
お
乙
れ
を
解
決
す
る
万
法
に
対
百
る
か
楽
レ
み
な
が
ら
質
問
を
し

五

内
の
空
気
が
何
の
口
ば
か
り
も
一
と
く

を

認

レ
て
、
部
落
、

ず
る
回
答
も
簡
単

一

て

み

た

。

一

な

く

弟
の
口
か
ら
し
か
れ
む
教
室
で

一
あ
る
い
は
陸
出
で
、
又
市
一
丸
と

ふ
機
械
で
や
れ
ば
よ
か
一
何
人
か
の
生
徒
が
思
い
思
い
に
答
一
出
た
も
の
だ
と
の
昭
釈
は
行
き
過
一
な
っ

て
話
合
い
為
進
め
な
け
れ
ば

な
る
程
、
機
憾
で
百
姓
が

出

来

た

一

え

た

の

ほ

ぎ

で

あ

ろ

う

か

。

残
飯
と
的
答
も
一
な
ら
な
い。

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
公
的
年
金
が
戦
争
に
よ
る
死

亡
や
障
害
の
場
合
は
最
高
限
度

額
が
七
万
円
と
引
上
げ
ら
れ
現

在
公
務
扶
助
料
な
ど
五
万
円
受

給
さ
れ
℃
い
る
方
は
最
高
限
度

額
と
の
差
は
二
万
円
で
す
が、

福
祉
年
金
の
限
度
額
が
一
万
二

の

11 

な
お
国
民
年
金
法
に
よ
り
ま
す

と
事
故
発
生
月
の
直
近
の
基
単

月
(
四
・
七
・
十
・
百
円
の
各

月
)
の
前
月
ま
で
引
き
続
い
て

一
年
閣
被
保
険
者
で
あ
っ
て
そ

の
期
間
の
保
険
制
を
完
納
し
て

い
な
け
れ
ば
拠
出
制
の
各
年
金

は
う
け
ら
れ
な
い
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ご
加
入
の
か
た
は
万
一
に
備
え

て
必
ず
嗣
刷
ま
で
に
納
め
る
よ

う
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

江
迎
川
の
災
害
復
旧

工
事
が
完
成

昨
缶
八
月
十
九
・
二
十
日
の
水
一害
で
決
潰
レ
た
江川刷
川

(
徳
泉
川

内
郷
、
市
営
と
場
南
側
)
の
災
害

復
旧
工
事
は
昨
年
十
一
一月
か
ら
着

工
し
、
本
年
三
月
完
成
し
ま
し
た

乙
れ
は
と
く
に
護
岸
の
根
固
め
、

お
よ
び
底
張
り
と
流
れ
止
め
を
施

し
て
あ
り、

被
災
延
長
五
百
十
八

メ
ー
ト
ル
の
巧
ち
二
百
四
十
三
メ

ー
ト
ル
が
で
き
あ
が
り
、
残
り
は

三
十
七
年
度
で
実
施
の
予
定
で
す

工
費
は
二
百
三
十
八
万
六
千
円
。

{農
林
課
)

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
レ
吏
ず

(
庶
務
課
)

〔写真完成した江迎川

A
ぞ
う
虫
科
に
属
す
る
害
虫

ム
カ
ミ
キ
リ
虫
科
に
属
す
る
害
虫

な
ど
の
付
着
し
て
い
る
松
の
伐
採

木
の
移
動
や
つ
ぎ
の
要
領
で一
黙
止

し
ま
す

ム
区
域
H
県
内

一
内

。
野
間
H
昭
和
一
千
十
七
年
七
月
一

日
J
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
寸

一

日

戸

農
林
許
、

調
査
に
ご
協
力
を

七
月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調

賓
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
れ
は
商
屈
の
升
布
や
商
業
活

動
の
実
態
を
つ
か
む
た
め
に
通
商

産
業
省
が
行
な
う
も
の
で
、
調
査

内
容
は
経
営
組
織
、
従
業
者
数、

商
品
販
売
額
な
ど
で
、
対
象
は
市

内
の
全
商
庖
で
す
。
乙
の
調
査
の

た
め
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

t 

;:⑤JJii: 

;'~;;i 

:① 
:@;: 
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肢
体
不
自
由
児
奨
学

生

を

募

集

県
肢
枕
不
自
由
児
協
会
で
は
高
等

申
央
公
民
舘

ー
学
校
に
在
学
す
る
肢
体
不
白
山
川氏

竹
松
出
頭
所

に
対
し
、
毎
年
奨
学
金
令
交
付
し

鈴
田
出
張
所

7
・日

去
る
五
月
末
か
ら
実
施
し
た
日
本
市
立
病
院

0

・
9

て
お
り
志
す
が
、
本
年
度
も
実
施

脳
炎
の
予
防
接
種
冶
受
付
け
な
か
池
田
敬
老
院

7
・
2

す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

っ
た
人
の
た
め
に
、

つ
ぎ
の
要
領
萱
瀬
出
張
所

9

・
9

。
.
バ
希
望
さ
れ
る
か
た
は
在
学
即
の
宇

で
接
種
レ
ま
ず
か
ら
、
希
望
者
は
東
大
村
小
学
校
0

・
9

。
.
し
校
ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
お
間
合

七
月
六
日
ま
で
に
市
山
内
険
箆
諜
福
重
出
襲
附

7
・
6

7
・
ロ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
は
出
張
所
へ
申
込
み
下
さ
い

松
原
出
頭
所
。
・
9

0

・
9

ム
願
書
提
出
期
限
H
七
月
十
日
ま

A
該
当
者
生
後
三
カ
月
か
ら
。
ム
料
金
は

一
人
一
四
五
円
で
す
。
で

F

福
祉
事
費
附
)

ム
梼
一
国
要
領

初
め
て
接
種
す
る
ム
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

土

木

技

術

職

員

を

も
の
(
初
回
免
疫
)
は
一
週
間
お
い
。
戸
保
険
蜘
生
保
)

募

集

き
に
、
二
回
接
種
し
、
前
年
ま
で

に
接
種
し
た
も
の

(追
加
免
疫
)

鯉

の

稚

魚

を

分

譲

市
で
は
建
設
課
土
木
技
術
職
員
を

は
、
}
間
接
種
し
ま
す
。
例
年
占
の
お
り
大
村
市
杭
出
樟
郷
二
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

ム
料
金

浦
上
整
魚
暢
で
稚
鯉
を
分
眠
い
た

ム
賢
格
H
測
量
士
補
以
上
の
賢
絡

一
人
一
回
、
百
三
十
円
帯
当
し
ま
す
の
で
入
用
の
方
は
申
込
ゐ
袴
有
す
る
者
、
工
葬
高
等
宇
校
三

日
徴
収
し
ま
す
。
‘

く
だ
さ
い
。

木
科
者
卒
業
し
て
実
務
経験一一
一年

ム
協
同
種
P
及

υ場
所
ム
申
込
先
市
慢
林
課
事
£
ん
は
杭
以
上
表
有
す
る
者
ま
た
は
実
務
経

第
一
回
七
月
十
日
市
立
病
院

出
樟
郷
浦
上
養
魚
場
験
十
年
以
上
を
有
す
る
者
で
お
お

館
二
回
七
月
十
八
日
市
立
病
院

(
電
話
ニ
=
六
七
)
む
ね
三
十
才
一
芳
満
の
男
子
、
市
内

時
間
は
一

時
三
十
分
か
ら
一
一
一時
ム
申
込
期
限
七
月
十
固
ま
で

居
住
者
ま
た
は
而
内
ヘ
転
日
司
能

三
十
分
ま
で

ム

分

離

期

日

場

所

七

月
十
三
日
の
者

ム
母
子
手
帳
を
当
日
持
参
し
て
下

浦
上
養
魚
働
ム
即
込
H
申
込
用
紙
(
庶
務
課
に

さ
い
。
(
保
険
衛
体
謀
)

ム
価
格

五
セ
ン
チ
H
五
円
。
凹
あ
り
)
に
宥
真
(
脚
帽
、
毘
面
上

t

一
一
回
・
=
一
回
目
の

セ
ン
チ
止
ニ
円
。
=
一
セ
ン
チ
日
一
半
身
、
縦
四
セ
ン
チ
蹴
三
セ
ン

円
。
色
鯉
五
セ
ン
チ
日
六
円

チ
)
そ
添
付
し
て
七
月
二
十
日
ま

腸

パ

ラ

の

接

種

目

程

農

林
一設

で
市
庶
務
部
人
事
係
へ
申
込
む
乙

腸
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
の

予

万

と

(
郵
送
の
場
合
は
十
円
切
手
を

接
種
、
(
二
回
二
ニ
回
目
)
の
町

松

く

い

虫

な

ど

の

付

鮎

つ

完

先

明
記
の
返
信
用
創
的

程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

d

着

す

る

伐

採

木

の

移

を
別
封
す
る
ζ
と
」

実
施
一
胤
所

接

種

目

動

を

禁

止

ム

誌
験
、
日
時
、
場
所
な
ど
は
別

二
回
目
三
回
目
森
林
病
害
虫
な
ど
の
駆
除
お
よ

途
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

三
浦
診
損
所

7
・
2

7
・
9
び
ま
ん
延
防
止
の
た
め
く
わ
し
い
と
と
は
庶
務
課
に
お

市
保
険
衛
生
謀
。

.
9

0

・
0

ム
き
く
い
虫
科
に
属
す
る
害
虫
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

.
A

庶
務
調
吋

第
二
次
日
本
脳
炎

予
防
接
種

7

・3

0

・0
7
・4。.

9

7

・5



み
ん
な
の
力
で

集 乙 乙 け の
しととら 廻
まな付れり
すどたたの
。にすご乙
つけとと
いた(ロ) 、
ていた例
のとすえ
作おけば
文 もあ付)
をつった
募 たたず

ム ム ム ム

送
り
先

(二〉

住
み
よ
い
社
会
を

(第323号)

応
募
資
格
小
申
学
校
児
童

生
徒

種

類

作
文

持

字
数
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
/
」

で
小
学
生
は
千
六
百

一

字
以
内
、
申
学
生
は一

一一
千
四
百
字
以
内
で一

す

。

一

但
し
題
名
、
学
年
、
一

氏
名
(
ふ
り
が
な
)一

は
除
き
、
末
尾
に
学
一
「
社
会
主
管
明
る
く
す
る
運
動
」

校
所
在
地
、
学
校
名
一

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
青
少

児
童
庄
徒
の
住
所
を
一
年
弁
論
大
会
は
二
十
三
日
大
村
中

明
記
レ
て
く
だ
さ
い
一
央
公
民
舘
で
開
か
れ
、
大
村
、
東

づ

;

一Y
一-
A
A
R
A
i
-
-一一一一日日
2
1
5，
7
7
2
3
2
5
q

一彼
地
区
の
中
学
生
高
校
生
二
十
一ニ

一
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
一

位
は
七

観

光

写

真

の

入

選

者

き

ま

る

一

武

家

屋
敷
跡

竺
枚
組
)

山
田
一文
献

(二
枚
組
)
長
安
寺
と
逃一
月
に
開
か
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

一の
滝

(五
枚
組
)
大
村
市
小
佐
一
物
(
三
枚
組

)
H大
村
市
中
諏
訪
一

さ
る
一一
月
一
日
か
ら
募
集
し
て

一
門
野
η
釘
〕
大
村
彦
右
衛
門
の
基

一古
町
構
江
久
雄

一町
二
四

井
手
克

一
ま
す
。

一

一

一

〔

成

樹

〕

い
ま
し
た
大
吋
市
観
光
写
真

(史
m

(

一一
一
枚
組
)
大
村
市
杭
山
岸
三
一
日
務
当
時
の
泊
蔵
大
村
市
袈
袋
一三
城
築
城
前
、
以
前
の
墓
長
崎
市
一

一

一

一

ム
中
学
の
部
日
一
位
「
交
通
事

跡
の
部
〉
ほ
託
月
一
一
十
一
円
締
切
区
二
四
八

羽
田

川

町

宏

一

一

七

六

森
林
勝
見

一

郎
屋
山
一
七

橋
田
弘

一

一

一

一

故
防
止
に
つ
い
て
」

り
ま
し
た
が
、
応
募
点
数
八
十
一
一
玖
鴎
稲
荷

(四
枚
組
)
大
村
市

一裏
見
の
滝

大
村
市
中
諏
訪
町

二

深
沢
儀
太
夫
本
陣
跡

(九
枚
組
)一

一

一

一

郡

中

学

校

三

年
山
口
哲
成

点
芸
月
二
十
四
日
審

査

の

葉

辻

田

山

六

五

五

皇
室

一
区
二
一
一
一
問
委

一大
村
市
辻
田
町
六
五

五

中
島
泰
一
二
位
「
小
さ
な
心
ず
か
い
」

入
選
者
が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
り
ま
一松
林
飯
山

2
2
大

村

喜

一
大
村
純
伊
公
の
乗
撃
と
当
時
の
ご

一

一

同

寝

室

郎

し
た
v

(

商
工
水
産
課
)
-袋
町
七
六

森
林
的
見

一

一

一

h

、ノ、、‘二
L
L
、

ノ

一

大
村
中
学
校
三
年

順

位

画

題

住

所

氏

名

一池
田
熊
野
神
社
(
七
枚
組
)
大
一

カ

、

む

し

し

子

似

さ

ん

一

田

中
和
精

【叫
間
関
】
熊
野
大
権
現
(
十
六
枚
一村
市
機
木
場
九
二
一
井
川
智
仁

一

4

4

ノ

a

一

組

)

大

村

市

長

官

二

四

一三
十
七
士
抑
(
二
枚
組
)
大
村
一

r
fり
ま

し

ょ

う

一

一

を

〆

一、

-
U
ノゴ

(
Z
J

一

井
手
克

-市
東
本
町
一一七

九

北

野

附

一

i

一

【
特
選
】
き
ざ
な
み
の
夫
婦
石

一
門
入
選
】
古
墳
(

=

4

枚
組
)
大
一
い
よ
い
よ
子
供
さ
ん
達
の
水
遊
一
が
、
旧
軍
の
施
設
し
た
防
火
水
槽

一

大
，h
市
前
舟
津
芹
山
仁

一対
前
鬼
楠
町
永
田
光
男
一
び
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

一や
防
空
壕
跡
の
水
た
ま
り
な
ど
で

一

三
十
七
士
の
基
(
一
一

d

吐
組
)
大
一足
軽
屋
敷

大
村
市
松
並
町
三
三
一
海
や
川
の
水
遊
ひ
に
も
注
意
し
て
一
の
水
遊
ひ
も
水
死
事
故
を
お
乙
す
一

村
市
後
木
場
九
二
一
井
川
新
仁

一
九

小

川

盛

一

い
た
だ
か
担
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一
危
険
が
あ
り
ま
す
。
六
月
十
六
日
一

h
Rbj
A
i
f一
に
は
西
大
村
小
学
校
附
近
の
水
槽
一

大
村
家
二
十
ニ
一
で
幼
児
が
水
死
さ
れ
て
お
り
ま
す
一

代
の
領
主
純
長
は
一

乙
の
よ
う
な
水
槽
や
防
空
壕
跡

一

三
百
二
年
前
池
田
一
の
危
険
な
個
所
が
柵
も
立
札
も
な
一

一
く
草
に
お
お
わ
れ
て
い
る
の
が
あ
一

郷
岳
下
の
高
台
に

一

一

一り
ま
す
。
大
き
な
も
の
は
巾
一
一
一
メ
一

宝
円
寺
を
建
立
し
一

1
ト
ル
、
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
深
一

た
が
、
そ
の
境
内
一さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
も
あ
一

の
石
像
の
閤
魔
王
一

る
よ
う
で
す
。
小
さ
い
平
供
さ
ん
一

は
今
な
お
悪
魔
を
一
に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
ぶ
な
い
と
一

一思
わ
れ
ま
す
。
子
供
さ
ん
が
危
険
一

追
い
払
ふ
が
如
く
一な
場
所
で
遊
は
な
い
よ
う
保
護
者
一

市
内
議
下
に
脱
一
の
方
々
の
指
導
を
お
願
い
い
た
し

み
続
け
て
い
る
。
一
ま
す
。

第
十
ニ
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

ム

口
H

第
十
三
回
社
会
を
凶

1
る
く
す
る
運
動
す
べ
て

川

の

国
民
が
、
犯
罪
の
防

l
J
止
ど
犯
罪
を
し
た
者
の

門

t'

更
生
に
つ
い
て
理
解
を

し
4

深
め、

進
ん
で
、
そ
れ

1
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

同
月

力
を
あ
わ
せ
砲
界
の
な

?

ぃ
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
の
全
国
的
な
同
間
運
動
で
す

乙
の
運
動
週
間
も
第
十
二
回
を
一
し
が
み
ら
れ
な
い
最
近
の
犯
罪
情
一ム

迎
え
る
乙
と
じ
な
り
ま
し
た
が
、
一
勢
を
よ
く
理
解
し
て
本
年
は
一
大
一
ム

経
済
、
社
会
生
局
の
楠
展，
L
も
か
一
国
民
運
動
と
し
て
「
明
る
い
住
み一

〉
わ
ら
ず
、一

向
に
明
る
い
ま
ざ一
よ
い
社
会
」
者
作
り
ま
し
ょ
う
。

『
才
十
回
元
す
け
あ
い
作
文

(
福
祉
事
務
所
)

コ

ン
ク

i
ル
参
加
作
ロ仰
を
募
集
』

青
少
年
の
弁
論
大
会
開
か
る

県
共
同
募
金
会
で
は
「
た
す
け
一
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
丸
、だ

あ
い
」
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
者
一
さ
い
。

つ
ぎ
の
山
崎
領
で
実
向
し
ま
す
の
で
一
な
お
本
年
は
十
周
年
記
念
と
し
て

市
内
心
小
中
学
校
の
児
露
生
徒
の

一作
文
の
素
材
は
広
く
具
体
的
な
身

よ大村市政だ

位曲
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賀
瀬
中
学
校
三
年

長
同
博
子

郡
中
学
校
二
年

清
原
寛
子

次
点

大
村
申
学
校
二
年

田
中
マ
リ
子

ム
高
校
の
部
H
一
位
「
友
情
」

大
村
高
校

一
年

問
問
玲
子

ご
位

「善
と
制
で
」

問
中
廿
時
制
四
年

河
野
安
郷

次
点
大
村
高
校
一年

木
田
国
子(

教
育
委
員
会
)

四
{"j'r. 

在

{虫:

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
講
を
切
り
、
.
ム
間
引
、
追
肥
、
土
寄
ム
病
害
虫
防
除
川

…

一

日

濃

案

文

一

斉

一

人
参
県
配
合
一
号
肥
料
章
ア
本
葉
二
枚
時
に
第
一
回
間
引
を
線
虫
防
除
の
た
め
に
、
童
九

ー
ル
当
り
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
な
い
、

薄
い
液
肥
を
根
元
に
五
日
以
前

μ
口
、
ま
た
は
ネ
マ
川

人

参

栽

培

の

要

点

川

施
レ
、
軽
く
瀞
を
上
げ
て
、
畦
か
け
て
や
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
ヒ

ュ
l
ム
で
土
壊
消
毒
を
行
う
川

川
ム
餅
起
整
地
の
よ
し
悪
し
は

を
つ
く
る
。
乙
の
際
、
堆
肥
を
本
葉
一
枚
i
一
枚
半
毎
r
L
間
引
鞘
芽
百
後
、

コ
オ
ロ
ギ
の
蝕
害
川

川
直
接
、
商
品
価
格
に
も
影
響
す
併
用
す
る
の
が
よ
い
。
を
行
な
う
。
本
葉
四
枚
'
'
五
枚
を
受
げ
る
乙
と
が
あ
る
の
で
、

川
る
の
で

な

る

べ

く

探

く

、

て

い

ム

括

極

の

頃
、
株
間
十

t
十
二
セ
ン
チ
ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤
舟
散
布
す
る

川

叩
ね
い
に
排
記
砕
土
が
行
な
う
。
十
ア
ー
ル
当
り
、

約
四
リ
ッ
ト

メ
ー
ト
ル
と
し
て
間
引
を
す
ま
ま
た
、
立
枯
病
に
侵
さ
れ
る
の

川

川
な
お
、
知
起
前
に
十
ア
ー
ル
当
ル
の
毛
除
種
子
を
一
条
に
二
列
す
。
そ
の
時
県
配
-
号
四
十
キ
で
あ
ら
か
じ
め
、
チ
エ
1
ラ
ム
川

川
り
、
約
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
苦
土
播
く
、
播
蘭
後
軽
<
覆
土
し
、
ロ
グ
ラ
ム
を
駐
の
両
肩
に
悔
し
(
サ
l
ヲ
ム
)
剤、

・
キ
ャ
ブ
タ

川

…
石
灰
ま
十
は
炭
カ
ル
帯
散
布
し
場
合
に
よ
っ
て
は
(
軽
い
土
や

軽
く
土
を
け
ず
っ
て
土
寄
せ
ず
ン
剤
等
の
粉
衣
ぞ
行
な
う
と
と
…

…
交
す
。

ま

た

重

い

土
で
も
や
や
乾
燥
気
る
。
そ
の
後
本
葉
六
枚
時
に
四
が
大
切
で
あ
る
。
穫
に
発
笠
9

川

…
ム
整
地
の
際
は
十
ア
ー
ル
当
味
の
時
)
踏
圧
す
る
。
覆
土
用

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
県
配
一
号
を
る
病
害
で
は
、

黒
諜
枯
病
お
よ

…

川
り
、
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

m
石
灰

の
土
は
、
商
熱
堆
肥
を
混
ぜ
て

陛
の
南
央
に
施
し
て
軽
く
申
耕
び
褐
班
病
が
お
も
な
も
の
で
、

…

…
チ
サ
素
と
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
付
ば
ょ
す
る
。
乙
の
頃
ま
で
に
数
回
溜

銅
水
銀
剤
を
散
布
し
て
予
防
す

川

…
憎
リ
ジ
舟
散
布
し
て
土
ど
よ
く
い
。

覆
土
後
、
切
ワ
ラ
で
覆
い

水
す
る
の
が
よ
い
。
、肥
大
が
進
る
“
乙
れ
ら
は
株
が
表
弱
し
た

山

川
ぎ
ぜ
空
す
が
、
と
れ
ば
播
種
二
乾
燥
時
に
は
さ
ら
に
潜
水
奉
行
め
ば
、
地
上
に
根
が
出
て
屑
の
場
合
に
発
生
し
や
す
い
の
で
襲
川

川
凋
間
前
に
腕
し
て
お
く
と
ど
が
な
ろ
。
な
お
、
播
種
終
了
後
、

部
分
が
緑
色
に
な
る
乙
と
が
あ
剤
散
布
の
ほ
か
追
肥
、
潜
水
等
川

…
大
切
で
す

ア
け
や
コ
オ
ロ
ギ
等
の
虫
害
を
の
で
、

土
寄
せ
を
し
て
、

間
の
の
肥
培
管
理
に
注
認
す
る

。

山

ー

つ

ぎ
に
八
十
セ
ン
チ
メ
l
ト

防

ぐ
た
め
ア
ル
ド
リ
ン
粉
剤
を

露
出

場

防

ぐ

の

が

よ

い

。

(

県
改
良
普
泣
事
務
所
}

川

川
ル
の
開
隔
に
探
ヌ
十
J

十
三
セ
散
布
し
て
お
く

m
が
よ
い
。

待
望
の
松
原
漁
港
完
成

〔写真) 忠者を慰問する了 ijhたち

ーをそ巻白 子 お先月日
日行の各分供と生二昭キ
暑い後 恩達、達 ず 遥 十 学リ 市日
す 四舎 者がはれに 四校ス 病日翠
と 時 議 に 工各 ま引日のトー一-
しま室手作自し卒田子教恵、学
ま歪で 渡し持 たさ川供 出 者 校
しき合した 寄 。れ 医遥大
た壱 唱 な 慰 つ 市 院 十 拶 を の
。たやぐ間た 立長九割 慰子e豊喜ヤ 葉 震交意義 問供

い 居 、ド ゃ を や 六 重

ム ム ム A ム ムム
準受 講 諦対会期

主 備講 ・..もl 師 象 場 後 臼
料そ i怯 九円ン ー

の 風 州 容 協 長 市 中 時 七
F く 扇 不他小 男 会崎内央三月

-7三子 要 窟 子 レ 婦 公 十 七
f中 さを 城 石ク 人民分日

央 い持 栴 リ 及舘 主 (
E公。つ 輝エ び 午 土
、民 て 興 lー後)
舘来 先シ 般四自
)て 生ヨ時午

長
崎
市
東
申
町
四
募
者
に
は
参
加
翠

話
を
お

十

番

地

く

り

ま

す

。

長
崎
県
共
同
募
金

会

事

務

局

な

お

全
国
審
査
入
選
者
に
は

締

切

七

月

三

十

日

開

生
大
臣
賞
外
多
数
の
賞
品

審
査
、
地
方
審
査
に
よ
り
優

一

が

お

く
ら
れ
ま
す
。

秀
作
在
筋
、
佳
作
五
篇
を
選
一

ム

発

表

地

方
審
査
は
九
月
中

び
優
秀
作
品
者
全
国
審
査
の
一
旬
全
国
審
査
は
十
一
月
下
旬

対

象

と

す

る

。

一

頃
@

表
彰
全
国
審
査
の
対
象
と
な
一
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
学
校
ま
た

っ
た
五
篇
に
は
、
知
事
賞
、
一
は
福
祉
事
務
所
へ
お
.問

合
せ
く
だ

N
H
K
長
崎
放
送
局
長
賞

一さ
い
。

巻、

佳
作
呪
簡
に
は
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
賞
式
信
、
応

た
の
し
い
民
踊

講
習
会

な
く
し
ま
し
ょ
う

フ
ィ
ラ
リ
ア
病

〔写真)完成した松原漁港

か
ね
て
工
事
中
の
松
原
漁
潜
の

防
波
堤
九
十
メ
ー
ト
ル
物
揚
場
百

一

三
十
四
メ
ー
ト
ル
の
建
設
工
事
H
一

工
事
費
一
千
七
百
ド
六
万
円
r

国
一

フ
ィ
ラ
リ
ア
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原
虫
で
あ

五
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七
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九
万
六

一る
糸
状
虫
は
県
下
に
広
く
ひ
ろ
が

千
円
、
市
お
よ
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地
元
九
百
五
十

一
っ
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お
り
約
二
十
万
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感
染
者

三
万
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円
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完
成
し
た
の
で
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い
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も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

、
そ
の
竣
工
式
が
六
向
四
日
現
地
一
す。

乙
の
病
気
の
原
因
は
リ
ン
パ

の
鹿
の
島
に
お
い
て
田
口
代
議
士
一
管
の
申
に
糸
状
虫
が
寄
生
す
る
た

や
知
事
代
理
す
一
村
市
長
そ
の
他
関
一
め
で
す
。
乙
の
病
気
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き
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り
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と
っ
た
り
血
が
ま
じ
っ
た
り

し
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疲
れ
や
す
く
な
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働
く
乙
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と
ろ
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ず
る
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ど
が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
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一
法
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。
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か
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フ
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象
皮
病
と
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わ
れ
る
状
態
に
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一
イ
ラ
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ア
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興
者
を
早
く
発
見

り
ま
す
・

糸
状
虫
は
リ
ン
パ
管
の
一
し
治
療
を
す
る
芝
山
と
し
て
、
住

中
老
住
家
と
し
て
い
ま
す
か
、
深
一
民
の
集
団
検
診
ぞ
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施
す
る
乙
と

夜
に
な
る
と
仔
虫
が
血
管
の
申
に
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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の
で
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検
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日
の
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が
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合
は
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れ
る
と
仔
虫
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蚊
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り
、
つ
一
満
一
才
以
上
の
万
は
必
ず
検
査
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ぎ
に
き
さ
れ
た
人
に
う
つ
し
ま
す
一
受
付
て
ぐ
だ
さ
い
。
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